
　　市政功労賞・善行賞受賞者
　　119 番の日
　　人権イベントマップ
　　平成 22年度 上半期の財政状況
　　公営企業の決算報告
　　平成 22年度 芭蕉祭
　　まちかどTopics
　　放課後児童クラブ入会希望者募集
■お知らせ
　　特定健康診査などを受けましょう
　　冬休み中の障がい児童の支援について
　　地域福祉計画（中間案）パブリックコメント募集
　　11月の３病院救急輪番体制

上野城薪能
　９月 25日、伊賀上野城本丸広場で、今年で 27回目
となる薪能を開催しました。伊賀は能楽を大成させた観
阿弥と世阿弥が生まれた場所だといわれています。
　上演に先立ち内保市長と今井市議会議長が火入れ式を
行い、舞台下にかがり火を灯しました。
　今年は、喜多流の能、「橋弁慶」や、和泉流の狂言、「栗焼」
などが披露されました。「橋弁慶」は、比叡山に住む武
蔵坊弁慶と牛若丸との出会いを題材にした能です。「栗
焼」は、栗を焼き栗にするように言いつけられた太郎冠
者が、焼き栗を全部食べてしまうという内容です。
　この日はおよそ 1,300 人が訪れ、ライトアップされ
た幻想的な伊賀上野城を背景に繰り広げられる能の世界
を満喫した様子でした。

■ 11月１日号の内容
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